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11. テンキー入力
テンキー入力画面を作成します。通常、画面上にキーパッドは存在せず、入力する時だけ表示す

る画面を作成します。

• 通常 :テンキー OFF

• 入力時 :テンキー表示
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本章では D100~D119に入力する画面を作成します。

画面例
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1. オーバーラップライブラリ編集

オーバーラップライブラリに領域を作成し、テンキーを登録します。オーバーラップライブラリ

で作成したオーバーラップは、全てのスクリーンで使用できるため、テンキーやメニュー画面の

作成に便利です。

1.1 オーバーラップ領域の作成

1. ［登録項目］→［オーバーラップライブラリ］をクリックします。［オーバーラップライブラ
リ］ダイアログが表示されます。

2. No. 0を設定し、「OK」をクリックします。オーバーラップライブラリ No.0の編集画面が表
示されます。

画面作成

オーバーラップ 最大値表示

最小値表示

入力表示

テンキー

入力アイコン

オーバーラップの種類

種類 作成 使用

マルチオーバーラップ オーバーラップライブラリ編集 全スクリーン

コールオーバーラップ

ノーマルオーバーラップ スクリーン編集 作成したスクリーン
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3. ［オーバーラップ］アイコン、または［パーツ］→［オーバーラップ］→［ノーマルオー
バーラップ］をクリックします。十字カーソルとオーバーラップ領域が表示されます。

4. 画面上でクリックします。オーバーラップが配置され、オーバーラップダイアログが表示さ
れます。

5. オーバーラップの詳細を設定します。
• メイン

または

領域

クリックで配置
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• スタイル

• 細かい設定
設定しません。

• 座標

項目 内容 設定値

システムボタン オーバーラップの領域左上隅にスイッチ機能（移動 /消去）を
付ける場合にチェックします。
動作の詳細は「2.1 マルチオーバーラップの表示と移動」
（P1-29）参照。

チェック
あり

スーパーインポーズ スーパーインポーズ機能を使用する場合にチェックします。
スーパーインポーズについて詳しくは『リファレンスマニュア
ル』（2章）参照。

チェック
なし

項目 内容 設定値

枠タイプ オーバーラップの枠タイプを設定します。選択したパーツに
よって、枠タイプの設定がない場合もあります。

タイル

カラー
枠
領域

枠カラー /領域カラーを設定します。 -

パーツの変更 オーバーラップのパーツを変更します。 -

項目 内容 設定値

始点 X オーバーラップの始点 X座標を設定します。 240

始点 Y オーバーラップの始点 Y座標を設定します。 100

幅 オーバーラップの幅を設定します。 324

高さ オーバーラップの高さを設定します。 430
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これでオーバーラップ領域の作成は終了です。次にテンキーを配置します。

1.2 テンキーの配置

1. オーバーラップを選択します。ハンドルが表示されます。

2. ［パーツ］→［パーツの一覧］をクリックします。［パーツの一覧］が表示されます。

3. ［テンキーパッド］を選択します。

サイズの変更は、ハンドルのドラッグでも行えます。

ドラッグ

ハンドル
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14. ［←］［→］ボタン、またはプルダウンメニューより、パーツを選択します。

5. 選択したパーツをオーバーラップ上にドラッグします。テンキーが配置されます。

1.3 入力アイコン

配置したテンキーの左上には、テンキーの詳細を設定する［入力］アイコンがあります。入力ア

イコンは、必ずテンキーと一緒に設定します。この入力アイコンが存在しない、または設定に間

違いがある場合は正常に動作しません。

ドラッグ

入力アイコン



1. テンキー入力

1-8

♦ 入力アイコンの確認方法
1. オーバーラップを選択します。ハンドルが表示されます。

2. テンキーを選択します。赤色のハンドルが表示されます。

ハンドル

赤色のハンドル
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13. テンキーの左上隅の［入力］アイコンをクリックします。［入力］ダイアログが表示されま
す。

本章ではデフォルトの設定をそのまま使用します。設定の詳細については『リファレンスマ

ニュアル』（7章）を参照してください。

1.4 その他パーツの配置

数値入力用の入力表示・最大値表示・最小値表示を配置します。

♦ 入力表示
1. オーバーラップを選択します。ハンドルが表示されます。
2. ［数値表示］アイコンをクリックします。十字カーソルと、パーツが表示されます。

3. オーバーラップ上でクリックします。パーツが配置され、アイテムビューが表示されます。

クリック

クリックで配置
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4. 数値表示の詳細を設定します。
• メイン

• スタイル
入力表示の文字属性を設定します。

パーツの変更は［パーツの変更］ボタンから行います。

• 演算 •警報
［機能 :入力表示］の場合、設定はありません。

• 細かい設定

• 座標
座標を設定します。

項目 内容 設定値

桁数 桁数を設定します。 5

小数点 小数点あり /なしを設定します。 1

表示形式 表示形式を設定します。 DEC
符号なし

ゼロサプレス ゼロサプレスあり /なしを設定します。 チェック
あり
右詰め

機能 機能を設定します。 入力表示

項目 内容 設定値

処理サイクル 処理サイクルを設定します。 高速

ID IDを設定します。 0

12 00012
スペース

チェックあり（右詰め） チェックなし
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1♦ 最大値表示 /最小値表示
入力表示と同じ手順で配置します。それぞれ機能を［最大値表示］、［最小値表示］に設定しま

す。
　

1.5 IDの確認

オーバーラップに配置したパーツの IDを確認します。
1. ［表示］→［表示環境設定］をクリックします。［表示環境設定］ダイアログが表示されま
す。
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2. 詳細の［ ID No.を表示］をチェックし、［OK］をクリックします。オーバーラップ上の各
パーツの左下に IDが表示されます。

3. 全ての IDが 0であることを確認します。異なる IDのパーツがある場合、正常に動作しませ
ん。設定し直してください。

ID

IDの一括変更
複数のパーツの IDを一括で変更できます。
1. IDを合わせるパーツを全て選択します。

2. 右クリックメニューから［一括変更］をクリックします。［一括変更］ダイアログが表示
されます。

3. ［ID一括変更］をチェックして、IDを設定します。

4. ［OK］をクリックします。パーツの IDが変更されます。

右クリック
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11.6 テキストの配置

最大値 /最小値 /入力表示のテキストを配置します。

1. オーバーラップを選択します。ハンドルが表示されます。
2. ［テキスト］アイコンをクリックします。十字カーソルが表示されます。
3. オーバーラップ上でクリックします。テキスト枠とテキストダイアログが表示されます。
4. 文字を入力し、カラー、配置位置を調整します。

以上でオーバーラップライブラリ編集は終了です。［スクリーン編集］ウィンドウに戻ります。

テキスト

2.テキストアイコン

1.ハンドル

3.クリック

4.文字入力
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2. スクリーン編集

スクリーン編集では、書込先となる数値表示、オーバーラップを呼び出すスイッチ、マルチオー

バーラップの登録を行います。

2.1 マルチオーバーラップ登録

1. ［パーツ］→［パーツの一覧］をクリックします。［パーツの一覧］が表示されます。

2. ［入力］の［#0 3D 数値表示］を選択します。

マルチ
オーバーラップ

数値表示

スイッチ
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13. ［マルチオーバーラップ］アイコンを選択し、画面上にドラッグします。アイコンが配置さ
れ、［マルチオーバーラップ］ダイアログが表示されます。

本章ではデフォルトの設定をそのまま使用します。設定の詳細については『リファレンスマ

ニュアル』（2章）を参照してください。

ドラッグで配置

マルチオーバーラップの登録は、［パーツ］メニュー、［カタログビュー］からも行えます。

例 :［パーツ］メニュー

1) ［パーツ］→［オーバーラップ］→［マルチオーバーラップ］をクリックします。十字
カーソルとマルチオーバーラップアイコンが表示されます。

2) スクリーン上でクリックします。アイコンが配置され、［マルチオーバーラップ］ダイ
アログが表示されます。

クリックで配置
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2.2 数値表示パーツを配置する

1. ［パーツ］→［パーツの一覧］をクリックします。［パーツの一覧］が表示されます。

2. ［入力］の［#0 3D 数値表示］を選択します。

3. 数値表示パーツを選択し、パーツを画面上にドラッグします。数値表示が配置されます。

ドラッグ
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14. 数値表示ダイアログが表示されます。各項目を設定します。
• メイン
書込先のメモリ、機能を設定します。

• スタイル
パーツの変更や、文字属性の設定を行います。

項目 詳細 設定値

メモリ 書込先メモリを設定します。 D100

データ長 書込先メモリのデータ長を設定します。
設定値：1ワード /2ワード

1ワード

桁数 書込先メモリの桁数を設定します。
設定値 :1~32

5

小数点 小数点あり /なしを設定します。
設定値 :

0:小数点なし
1~10:小数点あり（小数第 1位 ~10位）

0

表示形式 画面に表示する形式を設定します。 DEC
（符号なし）

入力形式 メモリの値を読み込む際のコード形式を設定します。 DEC

ゼロサプレス ゼロサプレスあり /なしを設定します。 チェックあり
右詰

機能 数値表示の機能を設定します。 入力対象

選択順 複数の入力対象を配置する場合にカーソルの移動順を設定しま
す。

0

12 00012
スペース

チェックあり（右詰め） チェックなし
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• 演算 •警報
警報の設定をします。

• 細かい設定
変更しません。

• 座標
座標を設定します。

項目 詳細 設定値

警報 警報を使用する場合にチェックします。 チェック
あり

最小値 最小値と、最小値を下回った場合の文字カラーを設定します。 0
赤

最大値 最大値と、最大値を上回った場合の文字カラーを設定します。 50000
青

演算 詳しくは、『リファレンスマニュアル』（5章）参照してくださ
い。

チェック
なし

レンジ変換
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12.3 数値表示を複数コピーする

1. 数値表示を選択します。ハンドルが表示されます。

2. ［編集］→［複数コピー］または［複数コピー］アイコンをクリックします。［複数コピー］
ダイアログが表示されます。

3. 以下のように設定し、［OK］をクリックします。数値表示がコピーされます。

または
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4. ［表示］→［表示環境設定］をクリックします。［表示環境設定］ダイアログが表示されま
す。

5. ［ メモリを表示］をチェックし、［OK］をクリックします。数値表示の左下にメモリが表
示されます。D100~D119に設定されています。

y間隔

コピー方向

x間隔
（100）

（5）
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16. 各数値表示の設定を変更します。本章では以下のように変更します。

以上で入力対象の設定は終了です。

メイン
表示形式 : DEC符号あり + -表示
警報
最小値 : -10000
最大値 : 10000

メイン
小数点 : 1

メイン
桁数 : 4
表示形式 : HEX
ゼロサプレス :なし
警報 :なし
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2.4 オーバーラップ呼出スイッチを配置する

透明なオーバーラップ呼出スイッチを数値表示パーツに重ねて配置します。

1. ［パーツ］→［パーツの一覧］をクリックします。［パーツの一覧］が表示されます。

2. ［入力］の［#0 3D 数値表示］を選択します。

3. 透明なスイッチパーツ（点線枠のみのパーツ）を画面上にドラッグし、配置します。［ス
イッチ］ダイアログが表示されます。

ドラッグ
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14. ［スイッチ］→［メイン］の［表示位置指定］をチェックします。［X座標 :0］［Y座標 :0］
なので画面［0:0］の位置に「MLIB」マークが表示されます。

5. ［X座標 :420］［Y座標 :160］に設定します。「MLIB」マークの位置が［420:160］の位置に
移動します。

　マルチオーバーラップの表示位置を示すマーク
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6. スイッチが数値表示（D100）に重なるようにサイズを調節します。

7. 同じ手順で数値表示（D110）にもスイッチを配置します。

8. ［表示位置指定］は［120:160］に設定します。このスイッチを押した場合、マルチオーバー
ラップは左側に表示されます。

［マウス指定］ボタンから表示位置指定もできます。

1) ［マウス指定］ボタンをクリックします。十字カーソルとオーバーラップサイズの矩形
が表示されます。

2) 矩形が画面からはみ出さない位置でクリックします。クリック位置に「MLIB」マーク
が移動します。

OVLP
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12.5 スイッチを複数コピーする

隠しスイッチをコピーします。

1. 左側に配置したスイッチを選択します。ハンドルが表示されます。

2. ［編集］→［複数コピー］または［複数コピー］アイコンをクリックします。［複数コピー］
ダイアログが表示されます。

3. 以下のように設定し、［OK］をクリックします。スイッチがコピーされます。

または
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4. 左から 2列目のスイッチサイズを調整します。

5. 右から 2列目に配置したスイッチを選択します。ハンドルが表示されます。

6. ［編集］→［複数コピー］または［複数コピー］アイコンをクリックします。［複数コピー］
ダイアログが表示されます。

調整

または
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17. 以下のように設定し、［OK］をクリックします。スイッチがコピーされます。

8. 右端のスイッチサイズを調整します。

以上でスイッチの配置は終了です。

調整
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2.6 テキストの配置

スクリーンのタイトル、メモリ No.を示すテキストを配置します。

1. ［テキスト］アイコンをクリックします。十字カーソルが表示されます。
2. スクリーン上でクリックします。テキスト枠とテキストダイアログが表示されます。
3. 文字を入力し、カラー、配置位置を調整します。

以上でスクリーンの編集は終了です。本体に転送し、動作確認を行います。

テキスト

1.テキスト

2.クリック

4.入力

3.入力
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1

1. 使用メモリ

本例での、使用メモリは次の通りです。

2. 本体動作

2.1 マルチオーバーラップの表示と移動

1. 画面上の数値表示を押します。オーバーラップ画面が表示され、数値表示にカーソルが表示
されます。

2. オーバーラップの左上隅を押します。オーバーラップの枠が点滅します。

本体動作確認

メモリ メモリ内容

D100~119 数値表示（入力対象）
$u16330 * 入力モード（指令メモリ）
$u16340 * 入力モード（情報出力メモリ）/マルチオーバーラップ（情報出力メモリ）

* 入力モードを制御したり、情報出力メモリを利用する場合は他のメモリに変更します。

ピッ
！

オーバーラップの
周囲が点滅する
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3. 移動先を指で押します。オーバーラップ画面が移動します。

4. オーバーラップの左上隅をダブルクリックすると、オーバーラップが消えます。

移動先を指で押す

オーバーラップの移動 /消去は、オーバーラップ設定において［システムボタン］の設定を有
効にした場合のみ可能です。
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12.2 数値の入力

1. 「D100」の数値表示を押します。右側にオーバーラップ画面が表示され、「D100」の数値が
反転します。

2. キーパッドを [3] [3]と押します。「入力表示」に［33］と表示されます。

ピッ
！

入力表示には現在の
Ｄ100の値が表示されま
す。

入力対象 D100に警報の
設定があるので、最大値
/最小値も表示されます。

入力対象に警報の設定がある場合、オーバーラップ上の［最大値］［最小値］に表示されます。

範囲外の値を入力した場合、ENTERキーは受け付けません。

←入力表示が「33」になる
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3. [ENTER]キー（または［CR］キー）を押します。オーバーラップ画面が消え、「D100」に
［33］と表示されます。PLC側で D100を確認すると、”33”が書き込まれています。

その他のデータも同様に書込動作が行えます。

D100
D101 
D102 
D103

D117 
D118 
D119

33 Dec
0 Dec 
 0 Dec 
0 Dec

0 Dec 
0 Dec 
0 Dec

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

SYSTEM

POWER

PLC

マイナス値「-200」と入力する場合
キーパッドで［2］［0］［0］［+/-］［ENTER］（または［CR］）と押します。



1. テンキー入力

1-33

Q
 &

 A

1
マルチオーバーラップを使ったテンキー画面で考えられる誤動作とその対処方法は、以下の通り

です。

• オーバーラップを呼び出す前から、カーソルが表示されている
- スクリーン上に［入力］ダイアログ（= 入力モード）の設定をしている。

入力モードの設定は、テンキーと同じ場所（=オーバーラップライブラリ上）に設定し
ます。スクリーン上の［入力］ダイアログの設定を削除してください。

• オーバーラップ上の [ENTER]キーを押してもオーバーラップが消えない

-  次の原因が考えられます。

1) 数値表示とオーバーラップ呼び出しスイッチが別の位置に配置されている
オーバーラップ呼び出しスイッチは入力対象の数値表示と重ねて配置します。

2) 数値表示が複数のオーバーラップ呼出スイッチにまたがって配置されている
入力対象の数値表示が、オーバーラップ呼出スイッチ 1個に対して配置されず、複
数にまたがって配置された場合、オーバーラップが消えない場合があります。

3) システムメモリ $s76に "0"以外のデータが入っている

$s76に "0"以外のデータを入れると、テンキーの自動 OFF機能（= [ENTER]キーを
押すとオーバーラップが消える）が禁止されます。

Q & A

1234

1234

1234

1234

1234

1234

1234

1234

1234

1234

2個のスイッチのうち、後から登録さ
れた方のスイッチを押すと、[ENT]
キーでオーバーラップが消えない
（数値 1個に対して 2個のスイッチが
重なっているから）

OKの場合 NGの場合

データ 6

データ 7

データ 8

データ 9

データ 10

データ 1

データ 2

データ 3

データ 4

データ 5




